
岡山県におけるヒナノシャクジョウとホンゴウソウの新産地

る． しかし，ヒナノシャクジョウやホンゴウソウ

のような菌従属栄養植物は，一般に開花期と結実

期が短く，それ以外の期間は地上に姿を見せない．

このことから，人目につきにくいことにより既に

調査が行われている七地でも見逃されている可能

性があるほか，知らず知らずのうちに消失してい

る可能性もある．近年， ラン科の菌従属栄養植物

であるタシロランが岡山限で初記録された例（難

波， 2023)では自然遷移の進行と里山の衰退が

タシロランを含む森林の下層植物の増加に影響

を与えている可能性が示唆されている．

今後の地域植物相の解明や希少な菌従属栄養植

物の保全に向けて，引き続き記録と知見の蓄積が

期待される．
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倉敷市で記録されたヒナコウモリの繁殖地
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Notes on breeding colonies of Vespertilio sinensis (Peters, 1880) recorded from Kurashiki City 
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はじめに

ヒナコウモリ Vespertiliosinensis (Peters, 1880)は，

日本と中国東部シベリア東部，朝鮮半島に生息

するヒナコウモリ科のコウモリである（岡山県野

生動植物調査検討会編， 2020). 岡山県内では岡

山市中区雄町の鉄道架橋で山田 (2008) により繁

殖地が報告され，本種が岡山県内で繁殖している

ことが確認された．今回，これとは別場所の倉敷

市内において本種の繁殖地が確認されたのでここ

に報告することとした．

確認の経緯

2023年7月10日の午前7時30分頃，筆者の一人で

ある江木が倉敷市真備町川辺の鉄道高架横の道路

を自動車にて通過中にコウモリ類のものと思われ

る嗚き声と地上に大量の糞があることを確認した

（写真1;写真2)．用事を済ませた夕方17時ごろ

に双眼鏡で確認したところ鉄道高架天井の東西2

か所の隙間に多数のコウモリ類かひしめいている

のを確認した当地の約2-5km西方では越山他

(2016), 越由他 (2018)によりアブラコウモリ

Pipistrellus abramus (Temminck, 1840)とヤマコウ

モリNyctalusaviator Thomas, 1911の生息が報

告されているが，上記2種ではない可能性を感じ

たため， 2023年7月20日に出直し調査することと
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した．

2023年7月20Hの18時ごろに江木と山田の2名で

現地を訪れたところ．コウモリ類は鉄道商架火井

の東西2か所の隙間に視認できる範囲だけで東の

隙間140頭，西の隙間164頭、合計304頭が確認さ

れた（写真3). ただ，この時点では隙間の奥の

個体は視認が難しく，実際より過小な頭数しか確

認できなかった

種の識別結果

観察時に1頭が西の隙間から脱落してきた（写

真4;写真5;写真6；写真7;写真8). しばらく

地上を側匈していたが力尽きて動かなくなり死

亡したこの個休は背と腹が擦れて毛が脱落して

いた．その個体を計測したところ，前腕長（左）

49.3 mm, 前腕長（右） 49.7mm, 頭胴長62.2

mm, 尾長34.8mm，体重20.3gであった．他に

顔は幅広で黒く鼻端は平坦なこと，且介は幅広く

先端は丸いこと，拝珠は幅が広く前縁の高さと同

程度乳頭は1対などの特徴が認められた．以上

の外部形態的特徴からコウモリの会編 (2011)

の検索表に従い同定したところ，ヒナコウモリ

と同定された．念のため、さぬき市在住の川口

敏氏に同定を依頼したところ，頭骨の形態から

もやはりヒナコウモリと同定されたとのことで

あったまた，陰茎が認められず乳頭周辺が肥
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大し突出していることから授乳中のメス成獣と判

断された．おそらく当地の隙間で繁殖活動を行っ

ていたが，エネルギーを使い果たして死亡したも

のと推察された．

出巣調査結果

ヒナコウモリが繁殖地として当地を利用してい

るとすれば， 日が暮れると成獣は餌をとりに行き，

幼獣は繁殖地の隙間内で親の帰りを待っことが予

想されたそこで，日が暮れて何頭が出巣して，

コロニー内に何頭が残っているか調査することと

した．ちなみに， このHの暦上の日没時刻は19時

16分であった．

19時12分に最初の1頭がねぐら立ちしていった

しばらくして19時30分ごろから連続的にねぐら立

ちしはじめ， 19時46分までに東の隙間から174頭，

西の隙間から230頭合計404頭が出巣していった．

19時46分には出巣する個体がなくなり，成獣の大

半が出巣したと思われたその後隙間に残って

いる個体を数えたところ東の隙間で121頭，西の

隙間で150頭，合計271頭が確認された．つまり，

成獣幼獣あわせて少なくとも675頭が当地を繁殖

地として利用していることが判明したなお，

出巣していく個体の外観を見た限りではどれも

同じような大きさでアブラコウモリやヤマコウ

モリなど異種のコウモリ類が混成しているよう

には見えなかった．

おわりに

著者の知る限りでは，今回のヒナコウモリ繁殖

地は岡山市中区雄町につづき，岡山県内で2か所

目と思われた先述した岡山市の繁殖地は， 2012

年には4346頭の出巣個体数が確認されたものの，

管理方法が変更になった翌2013年には2532頭と半

減し，その後減少を続け， 2019年にはわずか367

頭となったという（岡山県野生動植物調査検討会

編， 2020)．岡山市の繁殖地が減少傾向であるな

か，新たな繁殖地が発見されたことは喜ばしいこ

とである． しかし，当繁殖地の鉄道高架の下は

鉄道利用者の駐車場となっており，いずれ糞害

等の苦情が出れば駆除されてしまう可能性も否

定できない．よく言われることではあるが，コ
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ウモリ類は農業等の害虫を捕食して人類の生活

に間接的に貢献してくれていることもある．設

備の修繕等の際には，単に駆除するのでなく，

繁殖期に駆除作業を実施しない，代替地の確保

をはかるなど何らかの保全への配慮を鉄道事業

者にお願いしたい．最後に頭骨での同定結果を

ご教授いただいたさぬき市在住の川口敏氏にお

礼申し上げる．
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写真1．確認された環境 写真4．落獣したヒナコウモリの背面

写真2．地上の糞 写真5．落獣したヒナコウモリの腹面

写真3．天井の隙間にいるヒナコウモリ 写真6.ヒナコウモリの乳頭
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写真7．ヒナコウモリの下半身

写真8.ヒナコウモリの顔
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岡山市の重要生態系で得られた県未記録の昆虫(2022)

公益財団法人岡山県瑣境保全事業団寺田剛

Newly recorded insects in Okayama prefecture collected from important ecological sites 

on Okayama city in 2022 

Takeshi Terada, Okayama Prefectural Environmental Conservation Foundation, Inc. 

Abstract 

The nine insect species new to the fauna of Okayama prefecture are recorded from important 
ecological sites on Okayama city in 2022. 

キーワード：昆虫岡山県初記録．ハチ目，ハエ目．チョウ目

はじめに

岡山市は，市域において重要な生態系を有する

地域を選定し， 2022年に「岡山市の重要生態系リ

スト」を公表している（岡山市， 2022). また，

同年以降， （公財）岡山県環境保全事業団は，岡

山市との連携協定のもとで，岡山市の重要生態系

のうち，野生生物情報が少ない地域について生物

調査を実施している．同調査については， 2022年

度の確認種一覧が公表されているが，ここでは

レッドリスト等掲載種や岡山県未記録の可能性が

ある種を含む一部の未同定種を除外している

（岡山市， 2023). この未同定種のうち，標本

が得られている昆虫類について精査した結果，

岡山県野生生物目録2019ver. 1. 4（岡山県野生動

植物調査検討会（編）， 2023)未掲載で，これ

以降の県内記録もないことから，本県未記録と

考えられる種を認めたため報告する．

確認記録

岡山県未記録の昆虫9種が確認された．以下に

確認記録を示す．なお，いずれも採集地は岡山市

内であり，採集者は著者であるため，採集地情報

は区以下とし，採集者は省いて示す．また，この
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9種以外に小蛾類の未記載種が1種得られているが，

本種については別途新種記載予定であるため本報

では取り扱わない．

ハチ目

ナガコバチ科

シロオビタマゴバチ

Mesocomys albitarsis (Ashmead) 

l早，東区邑久郷紅岸寺城跡， 12.X. 2022 

ハエ目

ミバ工科

ネッタィヒメクロミバエ

Spathulina acroleuca Schiner 

lex．，東区宝伝宝伝海水浴場， 12.X. 2022 

チョウ目

ヒロズコガ科

クロスジキヒロズコガ

Tineovertex melanochryseus (Meyrick) 

1 (!''北区御津河内母谷， 7.VII. 2022 




